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和
５
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月
９
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６
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２
月
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和
６
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２
月
23 
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令
和
６
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月
６
日（
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休
館
日
：
月
曜
日
（
12
月
25
日
、１
月
１
日
、８
日
、２
月
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日
、３
月
25
日
、

４
月
29
日
を
除
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）、２
月
20
日（
火
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22
日（
木
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開
館
時
間  

９
時
〜
16
時
30
分
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は
30
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の
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体
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、障
害
者
手
帳
提
示
に
よ
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付
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0
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催
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／
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府
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宰
府
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育
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術
史
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世
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９
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６
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２
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２
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６
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）、２
月
20
日（
火
）〜
22
日（
木
）

開
館
時
間  

９
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0
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0
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催
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／
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２
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２
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お
問
い
合
わ
せ
：
T
E
L
0
9
2
‐９
２
２
‐
８
２
２
５

（
代
表 

９
時
〜
　
時
）

狩
野
昌
運
季
信
筆
、江
戸
時
代（
17
世
紀
）

束
帯
天
神
背
面
立
像
・
日
月
松
梅
図

後
期

初
公
開

前
期

初
公
開

長
沢
芦
雪
筆
、

江
戸
時
代（
18
世
紀
）

渡
唐
天
神
像
（
部
分
）



太宰府駐車センター
約2000台収容

西鉄太宰府駅

梅大路交差点

郵便局
至宇美

至旧国道3号線

至
二
日
市

参
道

参
道

心字池

社務所

菖蒲池

案内所

宝物殿

だざいふ遊園地
九州国立博物館入口
エスカレーター

楼
門

手
水
舎御

本
殿

（
改
修
中
）

九州国立博物館

エスカレーター
太宰府天満宮境内

宝物殿

板絵菅公像

会期：令和6年1月30日（火）～令和6年2月18日（日）
期間限定で実作品を公開します（通常、複製展示）

◯太宰府天満宮 仮殿
令和9年（2027）菅原道真公1125年式年大祭に
向け、約3年間の御本殿大改修中のため、現在
「仮殿」にてご参拝の皆様をお迎えしています。

◯会場アクセス

ぜんぶ、
天神さま。

狩
野
山
雪 

筆「
山
水
花
鳥
図
屏
風
」

江
戸
時
代（
17
世
紀
）

　

日
本
史
上
き
っ
て
の
文
化
人
で
優
れ
た
政
治
家
と
し

て
名
高
い
菅
原
道
真
公（
８
４
５―

９
０
３
）は
、大
宰
府

で
清
ら
か
な
ご
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。御
墓
所
の
上

に
祠
庿
が
造
営
さ
れ
た
の
が
太
宰
府
天
満
宮
の
草
創

で
あ
り
、以
来
、道
真
公
は
天
神
さ
ま
と
し
て
崇
敬
を

集
め
て
き
ま
し
た
。

　

信
仰
の
対
象
と
し
て
描
か
れ
た
姿
は
、和
装
の「
束

帯
天
神
像
」と
唐
服
の「
渡
唐
天
神
像
」に
大
別
さ
れ

ま
す
。「
束
帯
天
神
像
」は
、平
安
貴
族
の
正
装
の
姿
で
、

ゆ
か
り
の
あ
る
梅
や
松
と
と
も
に
描
か
れ
ま
す
。一
方

「
渡
唐
天
神
像
」は
、天
神
さ
ま
が
大
陸
に
渡
り
、禅
の

教
え
を
受
け
袈
裟
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
時
空
を
超

え
た
伝
説
と
と
も
に
大
流
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、伝
来
品
か
ら
近
年
収
蔵
の
も
の
ま
で

１
４
０
点
を
超
え
る
天
神
像
コ
レ
ク
シ
ョン
か
ら
、40
点

余
を
厳
選
し
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。南
北
朝
時
代　

世

紀
か
ら
近
代　

世
紀
ま
で
の
６
０
０
年
。時
代
の
流
れ

を
受
け
て
変
容
し
て
き
た
天
神
さ
ま
の
絵
姿
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、　

年
ぶ
り
に
再
発
見
さ
れ
た
名
品
＝
狩
野

山
雪 

筆「
山
水
花
鳥
図
屏
風
」を
あ
わ
せ
て
初
公
開
い

た
し
ま
す
。伊
藤
若
冲
や
長
沢
芦
雪
に
先
駆
け
る
奇
想

の
画
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
肥
前
生
ま
れ
の
山
雪
の

極
上
の
作
品
世
界
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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2082

特別公開

佐脇嵩之筆、江戸時代、1747年（延享4）

天
神
さ
ま
の
守
り
鳥「
鷽
」を
は
じ
め

計
33
種
も
の
鳥
た
ち
が
描
か
れ
ま
す
。

う
そ

初
公
開

天
神
縁
起
絵
巻（
元
和
本
）

徳
勝
院
法
印
禅
昌
詞
、江
戸
時
代
、

１
６
１
９
年（
元
和
５
）　　

※

期
間
中
、場
面
の

　

入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す

通
期

通
期

木
村
耕
巌
筆
、明
治
時
代（
19―

20
世
紀
）

見
返
り
菅
公
立
像

前
期

文
字
絵
渡
唐
天
神
像
（
部
分
）

白
隠
慧
鶴
筆
、江
戸
時
代（
18
世
紀
）

後
期

伝 

雪
舟
等
楊
筆
、嘯
岳
鼎
虎
賛
、

室
町―

桃
山
時
代（
16
世
紀
） （

部
分
）

束
帯
天
神
像

初
公
開

後
期

綱
敷
天
神
像

室
町
時
代（
16
世
紀
）

後
期

下
村
観
山
筆
、明
治
時
代
、１
９
０
２
年（
明
治
35
）

束
帯
天
神
像

前
期

前
期

渡
唐
天
神
像
初
期
狩
野
派
筆
、室
町―

桃
山
時
代（　

世
紀
）

16

前
期

渡
唐
天
神
像
玄
沢
筆
、伝 

陽
光
院
誠
仁
親
王
賛
、室
町―

桃
山
時
代（　

世
紀
）

16

束
帯
天
神
像

伝 

巨
勢
有
家
筆
、伝 

世
尊
寺
行
尹
賛
、

南
北
朝―

室
町
時
代（　

世
紀
）

前
期

14

仮
殿

前期：道真化現（上巻）、柘榴天神（中巻）／後期：都良香邸弓遊（上巻）、恩賜御衣（中巻）本図

う
そ鷽

「天神さまの絵姿七変化」
日時：令和6年2月17日（土）14時～15時半
会場：講座室（宝物殿地下）
講師：山下善也氏（美術史家・近世絵画／本展監修）

「天神と渡唐天神―中世天神画像の諸相」
日時：令和6年3月10日（日）14時～15時半
会場：講座室（宝物殿地下）
講師：福島恒徳氏（花園大学教授・中世絵画）

「再発見の狩野山雪筆“山水花鳥図屏風”、
その魅力」
日時：令和6年4月20日（土）14時～15時半
会場：講座室（宝物殿地下）
講師：山下善也氏（美術史家・近世絵画／本展監修）

お問い合わせ・お申し込み：太宰府天満宮文化研究所
電話092‐922-8225（代表9時～16時）
FAX 092‐920-5556
メール art@dazaifutenmangu.or.jp
講座名、参加者氏名、電話番号をご明記ください。
詳細は追ってご連絡します。
境内美術館：https://keidai.art/

●同時開催：企画展示室
Painting―太宰府天満宮アートコレクションより
河原温、菊畑茂久馬の作品など、近年収蔵した
多彩な現代絵画とともに、anonymous collection
より奉納された田島美加の作品を初公開します。
前期・後期で、一部展示内容を変更予定。

◯講座 参加費：無料／定員：各50名（先着）

「
天
神
さ
ま
の
霊
が
中
国
に
渡
っ
て
無
準
師
範
に
参
禅
し
、袈
裟
を
授
与
さ
れ
た
」

と
い
う
伝
説
が
流
布
し
、梅
の
花
を
持
つ
唐
服
姿
の
天
神
像
が
大
流
行
し
た
。

道真公は九州上陸の際、漁師が敷物代わり
に巻いた船の綱の上に坐した。左遷という不
相応な境遇に激しい怒りがこみあげ、髪は
真っ白に。

道真公が平安貴族の正装で威儀を正
す。くいしばる歯を露わにした怒りの表情
など、細部描写が見事。14世紀にさかの
ぼる注目作。

初
公
開

※展示内容は変更する場合があります。


